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新
庄
村
合
同
運
動
会

平
成
28
年
度

　

 

新
庄
村
合
同
運
動
会

　ひ
な
ど
り
会
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
ま
で
、

み
ん
な
が
主
役
で
み
ん
な
が
応
援
団
の
合
同

運
動
会
。
新
庄
村
な
ら
で
は
の
あ
た
た
か
い

運
動
会
で
す
。



　９
月
12
日
（
月
）
に
役
場
創
生

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
新
庄
村
地
方

創
生
推
進
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。　本

委
員
会
は
、
村
内
５
名
の
方

に
加
え
、
美
作
県
民
局
、
中
国
銀

行
、
山
陽
新
聞
の
方
に
委
員
に
な

っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
昨
年
度

策
定
し
た「
新
庄
村
ま
ち･

ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ

き
実
施
し
た
事
業
実
績
に
つ
い
て
、

評
価
や
ご
意
見
を
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

　今
回
は
、
地
方
創
生
先
行
型
交

付
金
事
業
の
実
績
に
つ
い
て
事
務

局
か
ら
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、

委
員
の
方
か
ら
質
疑
や
意
見
な
ど

を
い
た
だ
き
、
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　今
後
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な

ど
を
参
考
に
地
方
創
生
事
業
に
取

り
組
み
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、｢

村

民
一
家
族
の
日
本
で
最
も
美
し
い

村
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。　

　
　（
総
務
企
画
課

　岡
﨑
）
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　９
月
16
日（
金
）に
真
庭
地
域
畜

産
共
進
会
が
全
農
岡
山
県
本
部
総

合
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　新
庄
村
か
ら
は
５
頭
が
出
品
さ

れ
審
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

○
第
１
部
優
等
賞

　４
席

　し
ん
み
お
９
号

　
　
　
　
　（
稲
田
佳
子
さ
ん
）

　５
席

　し
ん
た
け
84
号

　
　
　
　
　（
竹
本
康
紀
さ
ん
）

○
第
１
部
１
等
賞

　２
席

　の
と
ろ
ず
る
110
号

　
　
　
　
　（
稲
田
佳
子
さ
ん
）

○
第
２
部
優
等
賞

　首
席

　第
５
し
ん
は
な
や
号

　
　
　
　
　（
坂
本
徳
次
さ
ん
）

○
第
３
部
優
等
賞

　３
席

　し
ん
さ
く
ら
７
号

　
　
　
　
　（
竹
本
康
紀
さ
ん
）

　今
年
度
は
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
は
僅
差
で
惜
し
く
も
逃
し
ま

し
た
が
、
第
２
部
優
勝
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
10
月
16
日

に
開
催
さ
れ
る
岡
山
県
畜
産
共
進

会
に
は
、
今
回
出
品
さ
れ
た
５
頭

の
内
４
頭
が
出
品
さ
れ
る
予
定
で

す
。　

　
　（
産
業
建
設
課

　酒
井
）

　こ
の
度
、
産
業
建
設
課
で
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
、
植
木
望
と
申
し
ま
す
。
鳥

取
県
の
出
身
で
す
。

　新
庄
村
の
発
展
の
た
め
に
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　10
月
か
ら
新
庄
村
の
職
員
と
し

て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
山
田

で
す
。
こ
れ
ま
で
会
社
員
と
し
て

働
い
て
き
ま
し
た
が
結
婚
を
機
に

心
機
一
転
、
妻
の
出
身
地
で
あ
る

新
庄
村
の
た
め
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。
ま
ず
は
村
の
こ
と
を
知
る
た

め
、
色
々
な
と
こ
ろ
に
顔
を
出
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〔
産
業
建
設
課
〕

　
　
　
　主
事

　植
木

　
　望

〔
総
務
企
画
課
〕

　
　
　
　主
事

　山
田

　遼
平

第
11
回
真
庭
地
域
畜
産
共
進
会

新
任
あ
い
さ
つ

新
庄
村
地
方
創
生
推
進

　
　
　
　

 

委
員
会
開
催

　平
成
28
年
９
月
６
日
（
火
）
第

６
回
新
庄
村
土
管
理
セ
ン
タ
ー
産

業
振
興
部
会
（
通
称
：
林
業
活
性

化
委
員
会
）
を
創
生
セ
ン
タ
ー
３

階
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
「
林
業
労
働
力
確
保
に
向
け

た
担
い
手
対
策
」
に
つ
い
て
議
論

を
行
い
ま
し
た
。

　現
在
、
新
庄
村
内
の
林
業
従
事

者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
後

継
者
育
成
は
早
急
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
と
委
員
会

で
は
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　今
回
の
委
員
会
で
は
募
集
内

容
・
募
集
方
法
の
大
枠
が
決
定
し
、

今
年
度
中
に
若
い
担
い
手
を
採
用

し
て
、
来
年
の
４
月
か
ら
実
際
に

活
動
を
始
め
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

　新
庄
村
は
岡
山
県
内
有
数
の
広

葉
樹
林
、
旭
川
の
源
流
を
守
る
た

め
に
も
、
林
業
従
事
者
が
一
人
で

も
多
く
育
成
・
活
躍
出
来
る
よ
う

な
政
策
を
企
画
・
実
行
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　池
田
）

第
６
回

新
庄
村
土
管
理
セ
ン
タ
ー

産
業
振
興
部
会
（
通
称
：

林
業
活
性
化
委
員
会
）
の

開
催
に
つ
い
て
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風
の
子
文
庫

　30
周
年
記
念
講
演
会

風
の
子
文
庫

　30
周
年
記
念
講
演
会

　10
月
４
日
（
火
）
、
午
後
１
時

か
ら
大
阪
府
在
住
（
絵
本
学
研
究

所
主
宰
）
正
置
友
子
先
生
を
講
師

に
お
招
き
し
、
風
の
子
文
庫
30
周

年
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

村
内
外
か
ら
多
数
の
方
々
の
ご
参

加
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　私
た
ち
が
文
庫
を
始
め
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
正
置
先
生
に
30
年

ぶ
り
に
再
び
新
庄
村
に
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の
上
も

な
い
喜
び
で
あ
り
、
感
無
量
で
し

た
。
今
、
幼
児
の
空
洞
化
が
大
き

な
問
題
で
あ
る
と
ご
指
摘
に
な
り
、

空
洞
化
は
さ
ら
に
大
人
に
も
起
こ

り
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

親
子
で
絵
本
を
読
む
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
空
洞
化
は
食
い
止
め
る
こ

と
が
出
来
、
そ
の
た
め
に
は
良
い

本
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
先
生
は
、
著

書
の
中
で
、
ご
自
身
と
絵
本
と
の

関
わ
り
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
お

ら
れ
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
何
百
冊

読
ん
で
き
た
絵
本
の
数
々
が
、
い

ま
、
私
の
心
の
中
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
絵
本
は
、
楽
し
い
か
ら
、

美
し
い
か
ら
、
心
を
揺
り
動
か
さ

れ
る
か
ら
読
ん
だ
だ
け
で
、
何
ら

目
的
が
あ
っ
て
読
ん
だ
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
親
子
で
絵
本
を

楽
し
み
始
め
て
か
ら
約
20
年
た
っ

た
今
、
こ
の
共
通
の
絵
本
体
験
が

ど
れ
ほ
ど
か
け
が
え
の
な
い
宝
物

で
あ
っ
た
か
、
心
の
芯
の
と
こ
ろ

で
分
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

絵
本
は
、
幼
い
こ
ど
も
の
も
の
で

は
な
く
、
単
に
一
時
の
楽
し
み
の

も
の
で
も
な
く
、
そ
の
後
の
長
い

人
生
の
宝
物
で
あ
り
、
子
ど
も
と

と
も
に
読
ん
だ
母
親
自
身
の
宝
物

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。」

　先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
「
宝
物
」

を
一
人
で
も
多
く
の
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
が
手
に
入
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　（
風
の
子
文
庫
）

”子
ど
も
た
ち
と
絵
本
の
扉
を

　ひ
ら
く
“

 
　〜

　子
ど
も
た
ち
の
未
来

　に
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む

　〜

た
く
さ
ん
の
図
書
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

た
く
さ
ん
の
図
書
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　故
木
村
金
吾
氏
の
基
金
提
供
に

よ
り
創
立
さ
れ
た
『
新
庄
村
人
間

振
興
光
の
協
議
会
』
様
か
ら
小
学

校
・
45
冊
、
中
学
校
・
54
冊
、
公

民
館
（
風
の
子
文
庫
含
む
）
・
76

冊
の
図
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　小
・
中
学
校
分
は
各
学
校
の
図

書
室
に
、
公
民
館
で
は
児
童
図
書

室
と
一
般
図
書
室
に
配
架
し
て
い

ま
す
。

　公
民
館
図
書
室
に
は
28
年
度
本

屋
大
賞
受
賞
作
、

『
羊
と
鋼
の
森
』

　
　宮
下
奈
都

を
始
め

『
君
の
膵
臓
を
た
べ
た
い
』

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　住
野
よ
る

『
世
界
の
果
て
の
こ
ど
も
た
ち
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　中
脇
初
枝

『
永
い
言
い
訳
』

　
　西
川
美
和

な
ど
の
図
書
を
頂
き
ま
し
た
。

　新
庄
村
人
間
振
興
光
の
協
議
会

様
に
は
平
成
14
年
よ
り
15
年
間
に

渡
り
、
図
書
を
寄
贈
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　今
年
度
寄
贈
分
が
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
木
村
文

庫
と
し
て
長
く
村
民
の
方
に
利
用

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　（
公
民
館

　上
田
）

ヨ
ム
ヨ
ム
巡
回

　
　
　展
示
の
ご
案
内

ヨ
ム
ヨ
ム
巡
回

　
　
　展
示
の
ご
案
内

　新
庄
村
公
民
館
に
て
「
ヨ
ム
ヨ

ム
巡
回
展
示
」
（
岡
山
県
立
図
書

館
・
新
庄
村
公
民
館
共
催
）が
「
風

の
子
文
庫
30
周
年
記
念
事
業
」
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

○
日
時

　10
月
31
日
（
月
）
13
時
〜

　11
月
９
日
（
水
）
15
時

　
　
　
　
　（
土
・
日
は
休
館
）

○
展
示
内
容

　昨
年
国
内
で
出
版
さ
れ
た
話
題

　の
児
童
書
か
ら
絵
本
を
中
心
に

　約
２
０
０
冊
を
展
示

　

※

自
由
に
ご
覧
頂
け
ま
す
が
、

　
　貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

　期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

岡
山
県
立
図
書
館
の
貸
出
カ
ー
ド

が
新
庄
村
公
民
館
で
作
れ
ま
す
。

○
日
時

　10
月
31
日
（
月
）
13
時
〜
15
時

○
持
参
品

　申
込
を
す
る
本
人
の
来
館
と
免

　許
証
、
保
険
証
な
ど
住
所
を
確

　認
で
き
る
も
の

　作
っ
た
カ
ー
ド
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
予
約
を
す
れ
ば
、
県
立
図
書

館
の
本
を
新
庄
村
公
民
館
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　お
問
い
合
わ
せ

　新
庄
村
公
民
館

　56

－

３
０
２
２

　担
当

　平
中

往
診
の
白
衣
そ
れ
ぞ
れ
爽
や
か
に

　
　
　
　樋
口

　正
直

稲
穂
波
子
等
の
後
追
い
押
し
寄
せ
る

　
　
　三
鴨

　浩
子

過
疎
の
村
老
人
パ
ワ
ー
で
稲
を
刈
る

　
　
　兵
江

　道
子

花
散
ら
し
薫
り
残
せ
し
大
葉
か
な

　
　
　
　峠
下

　
　巌

秋
の
暮｢

外
が
ピ
ン
ク｣

と
孫
の
声

　
　
　
　三
船
八
寿
子

バ
ス
停
の
玻
璃
に
見
送
る
雨
蛙

　
　
　
　
　渡
辺

　算
人

は   

り

今
月
の
俳
句
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普通会計決算普通会計決算

特別会計決算特別会計決算

歳入総額内訳

区　　　分

自主財源　合計

依存財源　合計

歳入合計

金　額 割　合

（単位：千円、%) 歳出総額内訳

区　　　分

義務的経費　合計

投資的経費　合計

消費的経費　合計

その他経費　合計

歳出合計

金　額 割　合

（単位：千円、%)

地方税 244,431千円の内訳

※割合の小さいものは0.0%と表記しています。

※資金不足がない場合は「―」と記入。

税 目 別

合　　　計

金　額 割　合

（単位：千円、%)

会　　計　　名 歳　入 歳　出

（単位：千円）

―

―

―

公営企業の資金不足比率

会 計 名 27年度

―

―

―

26年度

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

平成27年度新庄村決算（普通会計）報告

地方税

分担金負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

繰越金

諸収入

人件費

扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費

普通建設事業費

災害復旧事業費

地方交付税

国庫支出金

県支出金

地方債

地方譲与税交付金

軽油取引税･自動車取得税交付金

地方消費税交付金

地方特例交付金等

利子割交付金

株式等譲渡所得割交付金

配当割交付金

国民健康保険事業特別会計

簡易水道事業特別会計

国民健康保険歯科診療施設特別会計

介護保険特別会計(保険事業勘定)

下 水 道 事 業 特 別 会 計

宅地造成事業特別会計

国民健康保険診療所特別会計

後期高齢者医療特別会計

農業共済事業特別会計

235,820

3,036

20,420

665

34,906

3,313

0

209,914

22,489

12.6%

0.2%

1.1%

0.0%

1.9%

0.2%

0.0%

11.2%

1.2%

268,972

55,485

167,505

15.8%

3.3%

9.9%

234,655

8,665

287,605

13.8%

0.5%

16.9%

積立金

投資及び出資金

繰出金

205,628

6,000

159,271

12.1%

0.4%

9.4%

市町村民税

固定資産税

軽自動車税

たばこ税

27,435

202,697

2,837

2,851

11.6%

86.0%

1.2%

1.2%

299,083

5,387

17.6%

0.3%

903,293

188,028

105,641

104,949

14,290

2,478

15,986

114

156

431

470

48.4%

10.1%

5.7%

5.6%

0.8%

0.1%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

166,198

38,666

39,549

164,088

82,407

2,569

68,433

13,215

15,885

130,159

37,169

34,138

157,106

80,390

2,551

65,149

12,898

16,021

530,563 28.4%

1,335,836 71.6%

1,866,399 100.0%

491,962 29.0%

304,470 21.3%

530,925 30.6%

370,899 16.5%

1,698,256 100.0%

235,820 100.0%
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健全化判断比率について

指　　　標 指  標  の  内  容 27年度 26年度 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

―

―

6.2％

―

―

―

6.4％

―

15.0％

20.0％

25.0％

350.0％

20.0％

35.0％

35.0％

普通会計（一般会計、土地取得会計、高齢
者等肉用牛飼育型事業会計）の黒字か赤字
かを判断する指標

特別会計を含めて黒字か赤字かを判断する
指標

公債費による財政負担の程度を示す指標

第3セクターを含め将来負担すべき実質的な
負債の比率

※赤字がない場合は「―」と記入。

歳入歳入

歳出歳出

　歳入の決算は、18億6639万9千円で、前年に比べ約6.0％増加しました。自主財
源のうち地方税は、3.5％減少しています。これは償却資産である固定資産税が年々
減少するためです。依存財源のうち、地方交付税は4.8％増加しています。また、地
方債は、道路や施設を整備するために借り入れるお金で、昨年度より1072万4千円増
加し、1億494万9千円を借り入れました。

　歳出の決算は、16億9825万6千円で、前年に比べ9.6％増加しました。普通建設
事業費は4.5％減少しています。また、事業を行うために借り入れたお金の償還金で
ある公債費は、昨年度より6.7％減少しています。特別会計への繰出金は、前年と比
べて6.4％増加しました。

　平成19年6月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。これは、地方
自治体の財政の健全性に関する比率を公表し、その比率のいずれかが早期健全化基準以上の場合
には、財政の早期健全化及び財政の再生等を図るための計画を策定する制度を定めることになっ
ており、地方自治体の財政の健全化に資することを目的としています。
　健全化に関する比率は、①実質赤字比率　②連結実質赤字比率　③実質公債費比率　④将来負
担比率　と、特別会計の資金不足比率です。新庄村も平成27年度決算に基づき、次のとおり比率
を算出しました。

健全化判断比率が、早期健全化基準、財政再生基準を一つでも超えると、「早期健全化
団体」、「財政再生団体」になります。「早期健全化団体」となると、いわゆる黄信号で、
財政健全化計画の策定などが義務づけられ、さらに財政が悪化して「財政再生団体」と
なると、財政が破たんした自治体として、行政事務が制約されます。
　新庄村の健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率 及び将
来負担比率）は、いずれも「早期健全化基準」を下回っていました。今後も健全な財政
運営に努めていきます。
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　９
月
11
日
（
日
）
新
庄
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
村
民
一
家
族
の
合

同
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。
少
し

天
候
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
怪
我

も
な
く
、
す
べ
て
の
競
技
を
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　中
学
校
生
徒
会
長
の
安
達
来
夢

さ
ん
の
堂
々
と
し
た
開
会
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
小
・
中
学
校
全
員
に

よ
る
準
備
体
操
に
始
ま
り
、
保
育

所
の「
親
子
競
技
」、
元
気
な
新
庄

っ
子
の
「
小
・
中
全
校
リ
レ
ー
」
、

平
成
28
年
度

　新
庄
村
合
同
運
動
会

平
成
28
年
度

　新
庄
村
合
同
運
動
会

老
人
ク
ラ
ブ
さ
ん
と

一
緒
に
「
玉
入
れ
」
、

「
綱
引
き
」
、
中
学

生
に
よ
る
パ
ワ
ー
あ

ふ
れ
る
「
燃
え
よ
！

24
の
情
熱
〜
２
０
１

６
ソ
ー
ラ
ン
凜
」
、

微
笑
ま
し
く
仲
良
く

踊
る
「
レ
ッ
ツ
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
」
な
ど

た
く
ま
し
く
成
長
し

た
雄
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た

　ま
た
、
ひ
な
ど
り

会
の
「
た
ま
入
れ
Ｇ

О
」、消
防
団
の
「
各

部
対
抗
リ
レ
ー
」
、

24
チ
ー
ム
が
参
加
し

た
「
各
種
団
体
対
抗
リ
レ
ー
」
、

４
種
目
の
地
区
対
抗
に
多
く
の
村

民
が
参
加
し
ま
し
た
。
特
に
新
種

目
の
「
新
庄
名
産
一
本
釣
り
」
の

釣
果
は
、
村
の
特
産
品
で
、
楽
し

い
雰
囲
気
の
中
で
釣
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

　校
庭
の
環
境
美
化
清
掃
、
草
刈

り
、
石
拾
い
な
ど
、
新
庄
学
園
Ｐ

Ｔ
Ａ
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
気
持
ち
よ
く
合
同
運

動
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　な
お
、
各
地
区
区
長
の
皆
様
に

は
、
地
区
種
目
の
参
加
出
場
者
の

取
ま
と
め
か
ら
連
絡
調
整
な
ど
ご

協
力
を
賜
り
、
紙
面
を
お
借
り
し

て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　（
教
育
委
員
会

　坂
本
）
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海
の
市
・
山
の
市

　
　
　２
０
１
６
真
庭

海
の
市
・
山
の
市

　
　
　２
０
１
６
真
庭

　９
月
25
日
（
日
）
海
の
市
・
山

の
市
２
０
１
６
真
庭
が
真
庭
市
蒜

山
三
木
ヶ
原
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会

場
に
は
、
太
平
洋
に
面
す
る
高
知

県
か
ら
、
日
本
海
に
面
す
る
鳥
取

県
ま
で
の
５
県
88
団
体
が
出
店
し
、

新
庄
村
か
ら
は
、
メ
ル
ヘ
ン
プ
ラ

ザ
・
新
庄
村
郷
土
料
理
研
究
会
・

S
o
u
rse o

f life

・
み
ふ
ね
や
の
４

団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　今
回
は
高
速
道
路
岡
山
米
子
線

開
通
20
周
年
を
記
念
し
て
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
で
伝
統
の
４
人
搗
き

も
ち
つ
き
を
披
露
し
ま
し
た
。

　来
場
者
数
は
３
万
５
千
人
で
、

中
四
国
の
様
々
な
味
を
堪
能
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　竹
本
）

　10
月
２
日
（
日
）
新
庄
村
と
蒜

山
の
山
岳
エ
リ
ア
を
舞
台
に
第
１

回
目
と
な
る
新
庄
蒜
山
ス
ー
パ
ー

ト
レ
イ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
日
本
全
国
か
ら
４
０

９
人
の
選
手
が
参
加
さ
れ
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ

ー
ル
に
ロ
ン
グ
（
70
㎞
）
１
６
５

名
が
朝
５
時
に
、ミ
ド
ル（
25
㎞
）

２
４
４
名
が
朝
９
時
に
２
種
類
の

コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
前

日
ま
で
の
雨
で
コ
ー
ス
の
状
況
は

悪
く
転
倒
す
る
方
、
残
念
な
が
ら

途
中
で
リ
タ
イ
ヤ
と
な
る
方
も
い

ま
し
た
が
、
雨
天
だ
っ
た
当
日
の

予
報
も
好
転
し
新
庄
村
と
蒜
山
の

自
然
と
各
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
給
水
・
補
給
所
）
で
の
新
庄
お

こ
わ
等
の
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら

力
走
さ
れ
ま
し
た
。

新
庄-

蒜
山

　ス
ー
パ
ー
ト
レ
イ
ル

　
　
　
　
　２
０
１
６

新
庄-

蒜
山

　ス
ー
パ
ー
ト
レ
イ
ル

　
　
　
　
　２
０
１
６

各
コ
ー
ス
１
位

ロ
ン
グ
コ
ー
ス

　

　会
田
翔
（
32
）
大
阪
府

　
　
　
　
　
　８
時
間
27
分
42
秒

ミ
ド
ル
コ
ー
ス

　

　篠
原
孝
（
36
）
兵
庫
県

　
　
　
　
　
　２
時
間
24
分
39
秒

完
走
者
数

ロ
ン
グ
コ
ー
ス

　
　90
名
（
完
走
率
54
・
５
％
）

ミ
ド
ル
コ
ー
ス

　２
３
４
名(

完
走
率
95
・
９
％)

　各
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、

コ
ー
ス
と
な
っ
た
地
区
の
皆
様
、

応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
紙
面
を
お
借
り
し
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
実
行
委
員
会
）
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「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　11
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日

　時
　11
月
10
日(

木)

10
時
〜
15
時
半

　11
月
24
日(

木)

10
時
〜
15
時
半

場

　所
　真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

℡
０
８
６
８-

３
１-

２
３
６
５  

　年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。
（
住
民
福
祉
課
） 

年  

金  

相  

談

《
戸
籍
の
動
き
》

お

ら
知

せ

区 分
村 　 内

8月期

件 数

死 者

重 傷

軽 傷

0

0

0

0

2件

0人

0人

2人

8

0

1

8

65件

4人

7人

一
、
日
時

　11
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　10
時
〜
16
時

二
、
場
所

　新
庄
村
公
民
館

三
、
内
容

●
講
演
タ
イ
ト
ル

　「
明
・
前
・
喜
」

　〜
明
る
く
前
向
き
に
人
に

　
　
　
　
　喜
ん
で
も
ら
う
〜

　講
師

　岡
山
市
北
区
柳
町

　㈱
ア
リ
オ
ン
シ
ス
テ
ム

　代
表
取
締
役
社
長

　山
本
篤
憲

●
芸
能
発
表

　舞
踊
、
民
謡
、
コ
ー
ラ
ス

　銭
太
鼓
、
風
の
庫
文
庫
、
劇
、

　新
庄
太
鼓
な
ど

●
展
示
作
品

　書
、
写
真
、
絵
画
、
手
工
芸
品
、

　生
花
、
木
工
品
、
俳
句
な
ど

　日
頃
作
ら
れ
た
作
品
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
文
化
祭
に
展
示
し
ま
す

の
で
、
沢
山
ご
出
展
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　な

お
、
展
示
作
品
の
持
込
み
は
、

準
備
の
都
合
上
、
11
月
９
日
〜
11

日
迄
に
ご
持
参
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
公
民
館

　坂
本
）

ふ
る
さ
と
文
化
祭

 (

生
涯
学
習
推
進
大
会
）

　『
消
し
ま
し
ょ
う

　そ
の
火
そ

の
時

　そ
の
場
所
で
』
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で

全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
次
の
３
つ
の

習
慣
と
４
つ
の
対
策
を
確
認
し
、

家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
で
防
火

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

　
　
　（
総
務
企
画
課

　千
葉
）

秋
の
火
災
予
防
運
動

82人

本年の累計 8月期 本年の累計

真庭市内

事

故

8月期の交通事故・違反者発生状況

（総務企画課　法花）

　村

　県

　民

　税
（
３
期
）

　国

　
　保

　
　税
（
５
期
）

　介

護

保

険

料
（
５
期
）

　後
期
高
齢
者
保
険
料
（
４
期
）

　
　納
期
限

　10
月
31
日
（
月
）

10
月
の
納
税

工事等入札結果
入 札 日

平成28年9月29日

平成28年9月29日

平成28年9月29日

松 尾 工 業 ㈱

㈲ 福 田 工 業 所

㈱ 酒 井 工 務 店

3,700千円(  3,996,000)

5,860千円(  6,328,800)

1,770千円(  1,911,600)

平成28年12月9日

平成29年3月24日

平成28年11月30日

林道高下線第2号橋保全整備工事

幸町林地災害復旧工事

新庄村総合運動公園管理棟屋根葺き替え工事

事　　業　　名 業 者 名 落札価格（契約金額） 工 期
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　里
山
や
生
物
多
様
性
、
近
年
、

こ
う
し
た
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　人
に
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
与
え

て
く
れ
る
自
然
環
境
。

　私
た
ち
は
身
近
な
自
然
と
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
な
の

で
し
ょ
う
か
。
「
ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ

ウ
モ
ン
モ
ド
キ
」
と
い
う
チ
ョ
ウ

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　日
本
で
、
最
も
絶
滅
の
恐
れ
の

あ
る
こ
の
チ
ョ
ウ
が
、
こ
こ
新
庄

村
に
生
き
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

珍
し
い
チ
ョ
ウ
が
な
ぜ
こ
こ
に
い

る
の
で
し
ょ
か
？

　そ
の
理
由
は
、
気
候
や
地
質
を

含
む
新
庄
村
の
自
然
環
境
が
適
し

て
い
た
こ
と
と
、
何
よ
り
、
そ
こ

で
営
ま
れ
て
き
た
放
牧
や
草
刈
り

を
す
る
生
活
文
化
に
他
な
り
ま
せ

ん
。　平

成
16
年
頃
の
岡
山
県
に
よ
る

環
境
調
査
で
生
息
の
確
認
が
さ
れ

て
以
降
、
地
元
の
方
の
協
力
を
い

た
だ
き
保
護
活
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
岡
山
県
環
境
保
全
事
業
団
の

学
術
博
士
か
ら
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
人
工
的
繁
殖
で
は
な
く
、

で
き
る
だ
け
自
然
の
力
で
、
チ
ョ

ウ
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
、
生

息
す
る
環
境
を
保
全
す
る
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で

残
っ
て
き
た
の
は
そ
の
活
動
に
よ

る
奇
跡
と
も
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
個
体
数
の
減
少
は
否
め

ず
、
保
護
活
動
へ
の
理
解
と
協
力

を
広
げ
る
た
め
に
も
、
呼
び
か
け

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

珍
し
さ
ゆ
え
に
密
猟
が
後
を
絶
た

ず
、
存
在
す
る
こ
と
の
公
表
は
控

え
て
き
ま
し
た
が
、
維
持
し
て
い

く
た
め
に
、
あ
え
て
募
集
を
し
ま

す
。　こ

の
童
話
は
、
未
来
に
つ
な
げ

る
一
つ
の
形
で
す
。
文
学
は
、
百

と
も
に
生
き
て
き
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も―

年
も
千
年
も
後
世
に
伝
え
ら
れ
ま

す
。
言
葉
の
力
で
、
ウ
ス
イ
ロ

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
と
生
き
て
い

た
新
庄
と
い
う
環
境
を
後
世
に
伝

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　ウ
ス
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ

と
そ
の
保
護
活
動
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　募
集
要
項
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

又
は
役
場
と
公
民
館
に
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
下
さ
い
。

　
　
　
　（
総
務
企
画
課

　辻
）

加入できる事業主：建設業を営む方

対象となる労働者：建設業の現場で働く人

掛金：日額３１０円

＊＊＊ 知っていますか？建退共制度 ＊＊＊
　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業の

振興を目的として設立された退職金制度です。

　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、そ

の労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払うという、いわば業界全体での退

職金制度です。

★平成28年４月１日から建退共の制度が一部変更になりました

　　Ⅰ　退職金の予定運用利回りが2.7％から3.0％に変更されました

　　Ⅱ　退職金の不支給期間が掛金納付月数１２未満に緩和されました

　　Ⅲ　被共催者による移動通算の申出期間が３年以内にまで延長されました

　　Ⅳ　移動通算できる退職金額の上限が撤廃されました

　

※建退共ホームページに、制度説明用動画、Q&Aなど建退共制度の知りたい情報が記載されています。

　ぜひ、アクセスしてご覧ください!!　URL:http://www.kentaikyotaisyokukin.go.jp/
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食
欲
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。
秋

は
き
の
こ
が
美
味
し
い
季
節
で
す
。

そ
れ
に
つ
れ
、
毒
き
の
こ
に
よ
る

食
中
毒
の
ニ
ュ
ー
ス
も
目
立
っ
て

き
ま
す
。
き
の
こ
狩
り
に
行
っ
た

時
に
、
疑
わ
し
い
も
の
や
見
分
け

が
付
か
な
い
き
の
こ
は
絶
対
に
食

べ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
お
腹
を
壊

す
だ
け
で
は
な
く
、
死
亡
す
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
き
の
こ
ぐ
ら

い
な
ら
、
と
甘
く
見
ず
、
充
分
気

を
付
け
て
美
味
し
く
き
の
こ
を
食

べ
ま
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
き
の
こ
に
は
、
独
特
な

食
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

苦
手
な
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
苦

手
な
子
ど
も
に
少
し
で
も
食
べ
て

も
ら
い
た
く
、
刻
ん
で
ハ
ン
バ
ー

グ
の
中
に
！
な
ど
の
工
夫
を
し
た

お
母
さ
ん
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
も
き
の
こ
は
刻
ん

で
で
も
食
べ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
く
ら
い
、
き
の
こ
に
は

た
く
さ
ん
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
魅
力
を
こ
れ
か
ら
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
き
の
こ
は
食
物
繊
維
が

豊
富
に
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
あ
の
食
感
が
う
ま
れ
ま

す
。
よ
く
例
え
と
し
て
使
わ
れ
る

キ
ャ
ベ
ツ
が
1.8
ｇ
、
繊
維
の
多
い

さ
つ
ま
い
も
が
2.3
ｇ
で
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、
し
い
た
け
は
3.5
ｇ
と

多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
き
の
こ
は
大
体
３
ｇ
前

後
の
食
物
繊
維
を
含
ん
で
い
る
た

め
、
腸
を
整
え
た
い
時
に
食
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
供
給

源
に
も
な
り
ま
す
。
き
の
こ
は
、

成
長
期
の
子
ど
も
や
骨
粗
鬆
症
が

心
配
な
高
齢
の
方
に
オ
ス
ス
メ
し

た
い
食
材
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
紫
外
線
に
あ
た
る

と
活
性
化
さ
れ
る
た
め
、
散
歩
な

ど
外
に
で
て
太
陽
を
浴
び
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

　
ヘ
ル
シ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
の
き
の

こ
は
、
１
０
０
ｇ
食
べ
て
も
約
20

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
し
か
な
い
た
め
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
制
限
さ
れ
て
い
る

方
や
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
し

た
い
方
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。
で

す
が
、
き
の
こ
だ
け
食
べ
る
と
い

う
食
べ
方
は
オ
ス
ス
メ
し
ま
せ
ん
。

食
べ
方
と
し
て
は
、
か
さ
増
し
と

し
て
他
の
料
理
と
組
み
合
わ
せ
て

使
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
元
気
で
す
か
？

「
き
の
こ
の
魅
力
」

「
き
の
こ
の
魅
力
」

「
き
の
こ
の
魅
力
」

　
か
さ
増
し
な
ど
食
べ
方
も
い
ろ

い
ろ
と
あ
り
ま
す
が
、
乾
燥
さ
せ

た
き
の
こ
は
成
分
が
凝
縮
さ
れ
、

だ
し
も
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
煮

物
な
ど
を
戻
し
汁
で
作
る
と
濃
い

味
付
け
に
せ
ず
と
も
、
美
味
し
く

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
減
塩

に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
寒
く
な
り

ま
す
が
、
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
き
の

こ
や
秋
の
旬
の
食
材
を
食
べ
て
、

冬
に
向
け
て
し
っ
か
り
体
力
を
つ

け
、
元
気
に
冬
を
越
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
（
住
民
福
祉
課
　
大
塚
）

　
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

つ
や
ま
」
で
は
、
地
域
の
皆
様
の

生
活
支
援
を
目
的
と
し
て
、
悩
み

ご
と
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(

電
話
で
も
対
応
し
て
い
ま
す
）

○
相
談
内
容

　
労
働
、
福
祉
、
債
務
、
法
律
、

　
生
活
相
談
な
ど

※

な
お
、
裁
判
や
実
務
依
頼
な
ど

の
場
合
は
、
費
用
が
必
要
で
す
。

○
相
談
日
　
月
・
水
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

　
（
祝
祭
日
は
除
く)

○
場
所

　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ

や
ま
（
津
山
市
山
下
９
２-

１)

津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
内

電
話
０
８
６
８(

３
５)

５
４
３
３

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　悩
み
ご
と
無
料
相
談

　
岡
山
弁
護
士
会
で
は
、
弁
護
士

事
務
所
が
な
い
岡
山
県
内
の
15
市

町
村
に
お
い
て
、
11
月
15
日
か
ら

11
月
17
日
に
わ
た
っ
て
、
岡
山
弁

護
士
会
の
弁
護
士
に
よ
る
一
斉
無

料
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

新
庄
村
で
は
、
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

日

　時

　
平
成
28
年
11
月
15
日
（
火
）

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
６
時

　
（
受
付
は
５
時
30
分
ま
で
）

場

　所

　
新
庄
村
創
生
セ
ン
タ
ー

　
３
階
小
会
議
室

担
当
者

　
岡
山
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

相
談
内
容
　
法
律
問
題
全
般

相
談
時
間
　
30
分
以
内

相
談
料
　
無
料

予

　約

　
不
要
（
但
し
、
相
談
者
が
多
数

の
場
合
は
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま

す
。
）

問
い
合
わ
せ
先
　
岡
山
弁
護
士
会

℡
０
８
６
（
２
２
３
）
４
４
０
１

あ
な
た
の
街
で
会
い
ま
し
ょ
う
！

　弁
護
士
無
料
相
談
会

　
岡
山
県
で
は
、11
月
に「
お
か
や

ま
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
は
毎
日
、
生
ご
み
、

紙
類
、容
器
、包
装
な
ど
、
多
く
の

ご
み
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
お

か
や
ま
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
は
、
レ
ジ
袋
の
削
減
を
通
し

て
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
・
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
広
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
レ
ジ
袋
を
当
た
り
前
の
よ
う
に

も
ら
う
こ
と
を
見
直
し
て
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
出
さ
な

い
買
い
物
を
心
が
け
る
こ
と
は
、

ご
み
の
減
量
だ
け
で
な
く
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
マ

イ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
て
、

レ
ジ
袋
の
削

減
に
御
協
力

を
お
願
い
し

ま
す
。

11
月
は
「
お
か
や
ま

　マ
イ
バ
ッ
ク

　
　

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
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社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

　秋
の
採
り
入
れ
も
終
わ
り
、
少

し
ず
つ
冬
支
度
の
始
ま
り
で
す
。

　気
温
が
下
が
る
と
、
痛
み
が
強

く
な
っ
た
り
血
圧
値
が
高
く
な
る

な
ど
、
身
体
の
変
化
が
出
現
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
急
激
な
動
作
開

始
を
避
け
、
体
を
次
第
に
慣
ら
し

な
が
ら
活
動
開
始
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　９
月
の
活
動
状
況

11
日

　合
同
運
動
会

　
　
　
　（
玉
入
競
技

　39
名
）

27
日

　第
12
回
真
庭
地
域
老
人
ク

　
　
　ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　（
新
庄
村
総
合

　
　
　
　グ
ラ
ウ
ン
ド

　38
名
）

29
日

　第
３
回
岡
山
県

　
　
　（
美
作
地
区
）
高
齢
者

　
　
　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　（
鏡
野
町

　５
名
）

　
　合
同
運
動
会

　長
年
老
人
ク
ラ
ブ
の
種
目
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
玉
入
競
技
で

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　村
内
無
料
電
話

　
　
　
　
　
　３―

３
１
０
６

す
が
、
今
年
か
ら
小
学
校
低
学
年

と
の
合
同
競
技
と
な
り
ま
し
た
。

　紅
白
そ
れ
ぞ
れ
の
玉
は
老
人
ク

ラ
ブ
が
持
ち
、
小
学
生
は
黄
色
の

球
を
持
ち
競
い
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
の
経
験
も
あ
り
、
ま

た
終
了
の
合
図
が
鳴
っ
て
も
少
し

の
間
投
げ
て
し
ま
っ
た
老
人
ク
ラ

ブ
が
圧
勝
し
ま
し
た
。

　来
年
は
子
供
た
ち
の
お
手
本
と

な
れ
る
よ
う
、
正
々
堂
々
と
戦
い

勝
利
を
収
め
ま
し
ょ
う
。

　第
12
回
真
庭
地
域

　
　老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　こ
の
大
会
は
、
真
庭
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
と
共
催
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　地
域
内
各
地
で
持
ち
回
っ
て
い

る
こ
の
大
会
で
す
が
、
今
年
は
９

月
27
日
に
新
庄
村
で
開
催
さ
れ
、

真
庭
市
老
連
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
各
協
会
員
・
新
庄

村
老
連
役
員
が
、
準
備
・
運
営
に

力
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
度
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
で
優
勝

し
た
新
庄
Ａ
チ
ー
ム
を
代
表
し
て
、

池
田
仁
士
さ
ん
の
選
手
宣
誓
・
金

盛
弘
充
さ
ん
に
よ
る
ラ
ジ
オ
体
操

模
範
演
技
で
、
盛
大
な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　新
庄
村
か
ら
は
総
勢
29
名
の
会

員
が
選
手
と
し
て
参
加
し
、
真
庭

地
域
老
人
ク
ラ
ブ
員
と
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

　あ
い
に
く
上
位
入
賞
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
部
で
瀬
藤
美
年
さ
ん
が

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
、
渡
辺
算
人

さ
ん
が
ペ
タ
ン
ク
の
部
男
性
最
高

齢
者
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　第
３
回
岡
山
県
（
美
作
地
区
）

　
　高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　９
月
29
日
に
鏡
野
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
た
こ
の
大
会
に
は
、
新
庄

村
か
ら
は
５
名
で
１
チ
ー
ム
を
編

成
し
て
出
場
し
、
２
勝
１
敗
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　
11
日

　老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　研
修
旅
行
（
高
松
方
面
）

17
日

　第
２
回
岡
山
県
老
連

　
　
　美
作
地
区
親
睦
グ
ラ
ウ
ン

　
　
　ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
奈
義
町
）

新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
」を
目
指
し
、在
宅
福
祉
・

地
域
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　そ
の
財
源
は
、
主
に
介
護
保
険

事
業
収
入
や
村
か
ら
の
補
助
金
・

委
託
料
、
寄
付
金
、
共
同
募
金
配

分
金
、
そ
し
て
会
費
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　福
祉
ニ
ー
ズ
は
年
々
複
雑
多
様

化
し
て
き
て
お
り
、
会
費
は
事
業

推
進
に
貴
重
な
も
の
で
す
。
そ
し

て
会
費
を
納
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
皆
さ
ん
に
社
会
福
祉
事
業
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。

　今
年
度
も
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

納
付
書
を
お
配
り
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
社
協
の
趣
旨
・
目
的
を
ご

理
解
頂
き
、
ご
協
力
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
】

　
　期
間

　10
月
１
日
〜
12
月
末

　今
年
も
10
月
か
ら
全
国
一
斉
に

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
車

両
整
備
に
使
わ
れ
、
ま
た
一
部
は

災
害
等
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　村
民
の
皆
様
に
は
10
月
20
日
頃

か
ら
地
区
の
区
長
さ
ん
を
通
し
て

戸
別
募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

　ま
た
10
月
30
日
の
秋
の
が
い
せ

ん
桜
祭
り
に
街
頭
募
金
を
行
う
予

定
で
す
。

11
月
の
活
動
状
況
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　10月７日（金）、東京都千代田区霞が関中央合同庁舎に

おいて平成28年度「生涯スポーツ功労者及び生涯スポーツ

優良団体」（主催：文部科学省）の表彰式が行われました。

　この表彰は、生涯スポーツ功労者及び生涯スポーツ優良

団体の２部門があり、生涯スポーツ優良団体に「新庄村

ジュニアスポーツクラブ」が選ばれ、新庄村ジュニアス

ポーツクラブ会長山中廣泰さんが表彰式に出席しました。

　このクラブは、平成３年度創設、サッカー、野球、ソフ

トバレー、スナックゴルフ、スキーなどひとつのスポーツ

にこだわらず各種競技に幅広く取り組んだ成果が認められ

たことにより、団体表彰となりました。長年の活動に敬意

と感謝を申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会　坂本）

小学校だより
職場体験学習～コミュニケーションを大切に～

中学校だより

　９月23日に全校で津山へ社会見学に行きまし

た。ねらいは、見学や体験を通して他地域への

関心や見聞を広めることや、集団で行動するこ

とを通して社会生活のルールやマナーを身に付

けたり、異学年児童との交流を深めたりするこ

とです。

　午前中は、「津山まなびの鉄道館」へ行きま

した。ＤＶＤ等で施設紹介を受けた後、扇形機

関車庫に並ぶ鉄道車輌を見学しました。ずらり

と並んだ13両の機関車や気動車は大迫力でした。

その後、鉄道の歴史や仕組みを学ぶコーナーや、

津山の町並みを再現した鉄道ジオラマコーナー

を見学し、楽しい時間を過ごしました。

　グリーンヒルズへ移動してお弁当を食べ、そ

の後、アスレチック遊具で体を動かして楽しみ

ました。

　午後は、「つやま自然のふしぎ館」へ。動物

のはく製を中心に、昆虫・貝類・化石等、総数

２万点を展示してあり、児童は、世界各地の珍

しい動物のはく製等を目を輝かせて夢中で見学

しました。

　新しい知識を得たり、縦割り班での活動を通

して、異学年交流を深めたりと、思い出に残る

有意義な一日となりました。

　　　　　　　　　　　（新庄小学校　畦崎）

　９月2 8日

( 水 ) ～ 3 0 日

(金)の3日間、

村内外の事業

所にお世話に

なり、職場体

験学習を実施

しました。他

校では2年生

だけの取り組みが多いのですが、新庄中では全学

年が、3年間で9日間、3カ所の事業所での体験を

しています。

　村内では１年生全員を含む7名が活動しました。

お世話になったのは、新庄村役場、新庄村保育所、

新庄小学校、㈱メルヘンプラザの加工場・特産

館・レストランの６ヵ所です。

　村外では、２･３年生17人が蒜山・勝山・久世

地区の事業所11ヵ所にお世話になりました。

　新庄中の生徒を育成していくための目標の1つ

に「社会につながる人間関係やコミュニケーショ

ン能力の育成」があります。今年度より取り組ん

でいる「ふるさと新庄学」や校外学習（１年岡

山・倉敷、２年広島、３年沖縄）でも、その目標

を達成するための取り組みを取り入れてきました。

この職場体験でも、その目標を意識して活動した

様子がうかがえました。

　　　　　　　　　　　　（新庄中学校　穐山）

社会見学に行きました！社会見学に行きました！


